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野草地パドック内における周年放牧和牛の冬季の行動型について
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On the Behavior-Pattern of the Whole Year Grazing Japanese Black

Cattle in Winter Range, used as a Paddock

Koichi Yanagita and Hirofumi Ikeda

緒　　言

著者らは,これまでに周年放牧和牛の冬季における体重減少や,母牛の繁殖,泌乳および子牛の

発育について,その実態を報告してきた9,ll,12)｡周年放牧方式による子牛生産では,母牛は越冬で
/

きる栄養水準が維持されるとともに,胎児の発育のための栄養も給与されねばならない｡したがっ

て,冬季の放牧では刈取方式によって得られる貯蔵飼料の補給が必要となる｡この際,この補給量

を最小限にとどめ,しかも,その目的が達せられることが出来れば,経営上はもっとも望ましい｡

このことは,各研究者1,2,6,8)の強調する点でもある｡とくに南九州の温暖を地方における自然草地

は,青草期2,8はもちろん,冬季でも母牛の維持飼料の一部として,樹葉等を含めて,粗飼料源と

して活用できるため,野草地の草生改良はきわめて重要である｡しかし,子牛生産における冬季の

野草地利用の可能性や,その限界についての報告はほとんどなく,その行動生態についても明らか

でない｡

そこで著者らは,鹿児島大学農学部附属農場入来牧場において,冬季の野草地を繁殖用雌牛の維

持飼料源として積極的に活用できるかどうかを検討するために,冬季の野草地利用パドック内で,

サイレージや乾草および稲ワラを給与しながら飼養される母牛の行動型を,夏季の行動型と比較し

てその特徴を明らかにしようとしたものである｡

本調査を実施するにあたり,御指導いただいた鹿児島大学農学部中西書彦助教授および東候英昭

助手に感謝の意を表する｡

材料および方法

野草地と改良草地Whaが夏季の調査に用いられた｡改良草地は過放牧の状態にあり,野草地はス

スキと雑潅木が優占していた｡冬季の調査では野草地を利用したパドック2haを用いたが,これら

草地はススキが優占していた｡

夏季の調査では7月下旬に5頭,冬季の調査では1月上旬に4頭, 2月下旬に1頭ずつ2回,令

計11頭が用いられた｡観察は牛1頭ごとに1名の観察者によって, ､13時から翌日の13時までの24時

間行われた｡

供試牛の概況は第1表に,調査時の気温の変化は第1図に示される｡夏季の調査時の天候は,晴

時々くもりで,風速3-5m,　であった｡ 1月上旬の調査時の天候は,晴時々くもり一時あられ

で,風速　my　であった0 2月下旬の調査では,初日の天候は匝寺々くもりで,風速0-9
m,　　　日日のそれはくもり時々あられで,風速　　　my　であった｡

観察された主を行動型は,採食,反すう,休息,移動および坊径,晴乳,紙塩であり,排糞,排
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第1表　　調査牛の概況

Table 1. General conditions of the observed Japanese Black cows.

季　節　　　　　和牛番号　　　　　年齢(才)　　　　　　体　　　重　　　　　　　　分娩後の日数
Season Cow No.　　　Age (years old)　　　Body-weight (kg)　　　Days after parturition
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第1図　調査時における気温の変動

Fig. 1. Changes of temperature in the respective investigation days.

一一一　　　1973.2.22-23　　　　　　　　　　×　　1973.2.23-24

---　1974.7.19-20　　　　　　　　　　　壬　　1977.5-6

尿,飲水回数も記録された｡

結果および考察

24時間中の各行動型の時間および回数は第2表に示されている｡

採食時間は,夏季では568.2分であったのに対し,冬季では291.0分と大幅に減少し, 1%水準

で有意を差が見られた｡加藤4)は春季の採食時間が540分,夏季360分,秋季660分,田代10)は春

季344分,夏季548分および秋季508分と報告している｡これらの結果と比較してみると,夏季で

はほぼ同様であったが,冬季では非常に短かかった｡一般に草生不良の季節には採食時間が長くを
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第2表　　調査牛の行動型別にみた所要時間および所要回数

Table 2. Observations of behavior-pattern of Japanese Black cows.

夏季の自然草地と改良草地　　　　　　　　　　　　冬季の自然草地
Range and pasture in summer Range in winter

行動型
Behavior- patterns

和牛番号
Cow No.

和牛番号
Cow No.

1　2　　3　　4　　5　　X　±S.D.　　　　　　　　　　　　　-5　　6　　Ⅹ　±S.D.

採　食　　　分

Grazing　(min)

反すう

Ruminating

休　息

Resting

移動および待裡

Migrating and loafing

晴　乳1)

Nursing

紙　塩

Salt lick

642　550　508　589　552　568.2±　50.2**　154　214　250　395　328　405　291.0±101.5

477　317　649　474　390　461.4±124.0　　380　326　365　461　420　400　392.0±　46.6

261 420　266　263　424　326.8±　86.9　　802　845　765　467　560　546　664.2±158.5*

39　113　　　　　85　45　　58.2±　40.9

29　　68　　37　　29　　29　　38.4± 16.9

43　35　55　118　21　60.0±　36.4

16　12　24　32　14　84　30.3±　27.3

0　　0　　1　30　　0　　　　　6.7± 12.0

排　糞　　　(回)
Defecation{ frequency)

排　尿

Urination

飲　水3)
Drinking

9　10　　8.4±　1.5

4.6±　1.1*

1　1.6±　0.9

10　　　　　　　　10　　7.0±　2.5

2.7±　1.5

0　　1　　　　　　　　　　　　　　1.3±　1.0

*　5%水準で有意　　　　　　　　　　　　1%水準で有意

Significant at 5% level.　　　　　　Significant at 1% level.

1)晴乱しながら反すうした場合は晴乳時間と反すう時間にそれぞれ集計した

In case of the combined behaviors of nursing and ruminating, the time spent was totalized into nursing-time

and ruminating-time, respectively.

2)夏季の調査では塩を与えなかった

No salt was supplied during summer investigation.

3)飲水時間は休息時間に集計した

Drinking-time was totalized into resting-time.

るといわれているが,冬季の野草地利用パドック内では,貯蔵飼料の給与量も少なく,採食可能を

野草や樹葉も限定されているため,採食時間が短縮されているものと考えられた｡また,採食時間

について,冬季の調査牛を1月上旬と2月下旬に分けて比較すると,前者では344.5分,後者では

184.0分となり,この間に5%水準で有意を差が認められた｡この違いは, 1月上旬ではススキの

採食による補充草食がみられたが, 2月下旬ではパドック内のススキも食い尽くされていたので,

採食時間のほとんどが貯蔵飼料の採食に限定されたためと考えられる｡これらのことから,冬季の

野草地では,放牧面積を拡大すると,貯蔵飼料の不足を補うことになり,この野草の採食によって

採食時間の増加がもたらされるのであろう｡

反すう時間は夏季の461.4分に対して冬季では392.0分で,冬季に少なくなる傾向が認められた

が,この間に有意を差は認められなかった｡

休息時間は夏季の326.8分に対して,冬季では664.2分となり,この間に5%水準で有意を差が

認められた｡これは,採食するものが少をいために採食時間が短かくなった結果であり,良好を草

地で休息時間が長くなることとは異なるものと考えられる3,13)｡

移動および待復時間や,晴乳時間には有意を差は認められなかった｡
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排尿回数は夏季の4.6回に対して,冬季では2.7回と少なく,この間に5%水準の有意を差が認

められた｡著者ら13)は先に乳牛について,気温の低い早春の良好を草地では,夏季と比較して排尿

回数が多いことを報告したが,今回の結果はこれとは異なった｡この違いについては,第2図にみ
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第2図　　調査対象牛の年間の体重変化

Fig. 2. Body-weight changes of the investigated cows for a year.

冬季調査対象牛の体重変化

Body-weight changes of the investigated cows during winter.

-夏季調査対象牛の体重変化

Body-weight changes of the investigated cows during summer.

月
( Month)

られるように,冬季には飼料不足によって急激を体重減少がみられるところから,何らかの生理的

な違いが生じたためと考えられる｡､

排糞回数や飲水回数は,夏季と冬季との間では有意を差はみられなかった｡

草地の利用上からみた和牛の行動時間および反すう時間/採食時間の比を一括表示すると第3表

のとおりである｡

採食および反すう時間は夏季では1029.6分,冬季では683.0分となり,この間に1%水準で有意

を差が認められた｡一般に草生が不良を場合この時間が長い13)のに反して,本実験においては短く

なっていた｡このことは,冬季の飼養条件がきわめて劣悪化していることを示しているものと言え

る｡

反すうおよび休息時間は,比較的牛が動かない時間であるが,夏季では788.2分,冬季では1056.2

分で,冬季のそれが長く,この間に1%水準で有意を差が認められた｡冬季の野草地利用パドック

内では,外見上ほとんど1日中動かない状態にあり,不良環境におかれている結果3)であることを

示した｡

草生の良否と密接を関係を持つ反すう時間/採食時間の比は,夏季0.8に対して,冬季は1.5で

あり,この間に5%水準で有意を差が認められた｡このことは,冬季の野草地利用パドック内で採

食される粗飼料が全体として, TDN含量が非常に少ない5)ものであったことを示していると推測
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される｡

主を行動型について, 1時間ごとのl経時的平均所要時間の変化を示すと第3図のとおりである｡
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第3図　24時間観察中における1時間間隔であらわした各行動型の平均時間

Fig. 3. Changes of average time in each behavior-pattern of cows with one hour intervals during 24

hours.
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野草地パドック内における周年放牧和牛の冬季の行動型について

採食時間は,冬季では貯蔵飼料給与時間に規制される型でM型を示す｡夏季では夕方午後8時ご

ろまで採食するのに対して,冬季は午後5時には,採食行動がほとんどみられなくなる｡また,朝

の採食を開始する時刻も,夏季では午前6時ごろであるのに対して,冬季では午前7時ごろであっ

た｡ 1月上旬の調査では,夜間に採食量の不足を補う補充草食が55.0±77.6分みられたが, 2月下

旬の調査では補充草食はほとんどみられなかった｡これは,すでに2月下旬にはパドック内の野草

が食い尽くされていたためであると考えられた｡

反すう行動は両季節とも夜間に集中するが,夏季に比較して,冬季では夕方の開始時刻が早く,

朝も反すう行動から採食など他の行動に移行する時刻がおくれた｡

休息時間は夏季には夜間に集中する傾向にあるのに対して,冬季では昼間に多くをる傾向にあっ

た｡これは昼間の採食時間が減少した結果であると考えられた｡

移動および坊径は夏季および冬季とも,採食時間の変動とほぼ同様に変化し,冬季には,夜間の

午後10時から午前1時の間にも採食のための移動がみられたが,夏季にはほとんどみられなかった｡

晴乳は夕方の採食前と採食後,真夜中,朝の採食前と採食後にピークがあり,季節によって時間

のずれはあるが,その傾向は松井ら7)の報告とほぼ同様を結果であった｡

採食および反すう時間は夏季には午前5時から12時までと,午後3時から午後9時までに多い傾

向がみられたが,冬季では一定の傾向はみられなかった｡

採食時間と移動および待檀時間を合計した時間の変化をみると,ほぼ採食時間の変化と一致する｡

採食時間には,採食しながら移動する時間も含まれているため,和牛がなんらかの目的で場所を移

動する行動は,ほぼ採食時間の範囲にあるものと考えられた｡

また,逆に牛の移動がほとんどみられない反すうおよび休息の時間は,季節による時間のずれは

あるが,夏季,冬季とも夜間に集中した｡昼間においては,午前11時から午後2時ごろが,牛の移

動のもっとも少ない時間帯であり,夏季,冬季ともに,野草地を大牧区で放牧利用する場合,管琴

上の一つのめやすとなる時間帯であると思われる｡

摘　　要

南九州の冬季の野草地を繁殖用成雌牛で放牧利用することの可能性や問題点を明らかにするため

の基礎的資料を得る目的で,野草地パドック内における冬季の行動型を夏季の行動型と比較して,

その特徴を明らかにした｡

1.採食時間は夏季の場合にくらべて大幅に少なく,夜間にはススキの補充草食がみられた｡

2.休息時間は夏季の場合にくらべ大幅に長く,とくに昼間の休息時間が増加した｡

3.排尿回数は夏季の場合にくらべて減少した｡

4.採食および反すう時間は夏季の場合にくらべて大幅に減少した｡

5.反すうおよび休息時間は夏季の場合にくらべて増加した｡

6.反すう時間/採食時間の比は1.5となり夏季での値より大きくなった｡
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Summa｢y

This work was carried out for the purpose of clarifying the behavior-pattern of

the Japanese Black cows in winter-　and summer-ranges.

The results obtained are as follows:

1.　Grazing and working hours in winter were extremely short, in comparison

with those in summer.

2.　Ruminating and resting hours in winter were noted to be prolonged as com-

pared with those in summer.

3.　Frequency of urination decreased in winter.

4.　Ruminating/grazing ratio in winter was ascertained to be 1.5.
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